
甲府市文化財調査報告 44

2009

株式会社カワチ薬品

甲府 市 教 育 委 員 会



甲府市文化財調査報告 44

ヽ H

還

2009

株式会社カワチ薬品

甲府 市 教 育 委 員 会

一店舗建設に伴う発掘調査報告書一



全国各地で地域の歴史や伝統行事、さらには自然 。景観をも取 り上げ、積極的にその活

用が講 じられつつあります。地域にとってそれ らがいかに重要であるか、あらためて実感

するとともに、その保存・保護が現代に生きるものの重大な責務であると再認識いたします。

本書は、店舗建設に先立ち実施 した『塩部遺跡』の発掘調査報告書であります。本遺跡

は、市街西部に位置 し、かつて豊かな水田地帯が広がっていましたが、近年一帯は宅地・

商業化 し、往時の景観か ら大きく様変わ りしてお ります。周辺には貴重な文化遺産が点在

し、本調査に際しても弥生時代以来、古墳。平安時代に至る人々の生活の痕跡が確認され、

連綿と続いてきた歴史の一端が明らかとな りました。

歴史あるこの地域で、今回、発掘調査が行われたことは誠に意義深 く貴重なものであり

ます。本書が学術研究深化への一助になるとともに、教育資料へも活用され、郷土の歴史

と文化を再認識する機会 となればこの上ない喜びであります。

末筆 とな りましたが、 この度の記録保存に際し、貴重な歴史遺産に対する深 いご理解を

賜 り、 ご支援 。ご協力を頂いた株式会社カワチ薬品及び関係各位に、感謝申し上げるとと

もに、哀心よ り厚 くお礼申し上げます。

平成 21年 3月

甲府市教育委員会

教育長 奥  田  理
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例

1,本きは山梨県 甲府市飯 田一丁 目 22491,2288に お ける塩部遺跡 の発掘調査報告書で

ある。

2.本 調査は店舗建設 に伴 うものであ り、 開発主体者 株式会社カ ワチ薬品 との協議 を経

て発掘調査 に係 る委託契約 を締結 し、 甲府市教育委員会が主体 となって実施 した。

3.本調査か ら報告書作成 に至 る経費は開発主体者が負担 している。

4.本 遺跡に関わる調査は伊藤正彦 (文化振興課文化財主事)が担 当した。

5.調査の期間及び面積は以下 のとお りであ り、本調査終 了後 に引き続 き整理作業 に着手

し、すべての作業が終 了 したのは平成 21年 3月 であつた。

調査期間 平成 20年 9月 26日 ～ H月 7日    面積  156�
6。 本書 の編集 。執筆 は、望月秀人 (文化振興課長 )を 責任者 とし、伊藤が行 った。 整理

作業 に係 る遺物洗浄 。注記・接合作業、遺物実測 。図面浄書作業及び挿図 。写真図版な

どの作成は、磯村美佳 須田泰美 高添美智子 滝沢みち子 中村知保 西久保民子

望月典子が行 つた。

7,本書 に関わる出土遺物及び記録図面 。写真等は甲府市教育委員会で保管 している。

8.本書に関わる基準点測量・基準杭 の設定及び写真測量業務は株式会社テクノプラエ ン

グに委託 した。

9.発掘調査及び報告書作成に際 して次の機関・諸氏か らご指導 ご協力を賜った。厚 くお

礼 を申し上げる次第である。

山梨県教育委員会学術文化財課  (財 )山梨文化財研究所 河本工業株式会社 株式

会社 NIPPOコ ーポ レーシ ョン 関東開発株式会社 有限会社アーバ ン店舗開発

株式会社峡東測量設計

10。 発掘調査参加者 (敬 称略 )

荒木 昭彦 飯室 恵子 池谷富士子 磯村 美佳  久保 田明義 小池 幹子

佐藤美喜男 高添美智子 中村 知保 波木井祥和 古屋袈裟男 松野 達夫

望 月 典子

1.調査地点はかつて、「飯 田一丁 目遺跡」 として調査 された経緯があるが (『飯田一丁 目

遺跡』 山梨県埋蔵文化財セ ンター調査報告第 6集 1985年 )、 『甲府市遺跡地図』(平成 4

年 )発行以後、「塩部遺跡」 として周知 している。

2.本 書に掲載 した遺構番号は、調査現場において付けた ものである。

3.遺構名は各遺構 の形状・検 出状況 に応 じて調査現場 において付けたものである。

4.全 体図、遺構 。遺物実測図の縮尺は図中に表示 した通 りである。

5。 遺構断面図における水平数値は、海抜高度 を示 して いる。

6.報告書中の方位は磁北 を示 している。

H
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第 1章 調 査 概 要

第 1節  調 査 に 至 る 経 緯

塩 部 遺 跡 包 蔵 地 内 にお いて、 文 化 財 保 護 法 に基 づ き平 成 20年 8月 19日 付 けで株 式会 社

カ ワチ 薬 品代 表 取 締 役 河 内伸 二 よ り店 舗 建 設 に伴 い埋 蔵 文 化 財 発 掘 の届 出が 提 出 され た。

これ によ り市 教 育 委 員 会 は、 同年 9月 4日 よ り試 掘 調 査 を実 施 し、 開発 予 定 地 内 で埋 蔵 文

化 財 を確 認 した。 調 査 結 果 を踏 まえ た 9月 9日 、 工事 主 体 者・ 施 工 責任 者・ 市 教 委 の三 者

で協 議 を行 い、 予 定 され て い る工事 計 画 で は埋 蔵 文 化 財 を破 壊 す るた め保 存 の措 置 が必 要

で あ る こ と、 設 計 変 更 等 によ り保 存 措 置 を講 じる よ う要 望 す る と と もに、 市 教 委 に委 託 し

記 録 保 存 を行 う場 合 は、 工事 主 体 者 に費用 負 担 を求 め る こ とな どを説 明 した。 そ の後 数 回

の協 議 を経 た 9月 25日 、 工 事 主 答 者 と市 教 委 で 発 掘 調 査 及 び報 告 書 作 成 業 務 に関 わ る委

託 契 約 を締 結 し、 開発 に先 立 ち遺 跡 に重 大 な影 響 を与 え る範 囲 156ゴ を対 象 に埋 蔵 文 化 財

の記 録 保 存 を行 い、 地 域 の歴 史 を伝 え る資 料 と して保 存・ 活 用 す る こ と と した。

法 的 手続 きは以 下 の とお りで あ る。

平 成 20年 9月 26日  文 化 財 保 護 法第 99条 第 1項 の規 定 に基 づ き埋 蔵 文 化 財 発 掘 の報 告 を山

梨 県 教 育 委 員 会 教 育 長 に提 出す る。

平 成 20年 11月 14日  遺 失 物 法 第 13条 の規 定 に基 づ き埋 蔵 物 の発 見 届 を 甲府 警 察 署 長 に提 出

す る。

第 2節  試 掘 調 査 結 果 (図 1,2、 図版 5)

す で に昭和 59年、 山梨 県 教 育 委 員 会 が 開発 に伴 い対 象 地 の 北 側 約 300ゴ を発 掘 調 査 し

て い る。 古 墳 時代 を 中心 に縄 文・ 弥 生 時 代 の遺 物 も出土 し、 住 居 址 等 の存 在 が推 定 され て

いた。 当開発 計 画 に際 して も遺 構 。遺 物 の検 出は十 分 予 想 され た た め詳 細 な調 査 デー タ を

得 る 目的 で 試 掘 調 査 を実 施 した。 当該 地 に幅 2～ 3mの 試 掘 坑 を 8ヶ 所 、 延 べ 33mに わ

た り設 定 し、 重 機 によ り表 土 を除去 後 、 人 力で精 査 ・確 認 を行 った。 東側 に設 定 した試 掘

坑 1か らは、旧建 物 建 設 に際 しす で に掘 削 を受 けた らし く遺 構・遺 物 ともに確 認 で きな か っ

た。 西側 に設 定 した試 掘 坑 2～ 3に お いて、 地 表 下 lmか ら遺 構・遺 物 の 出土 が確 認 で き、

一括 性 の高 い土 器 集 中箇 所 な ど も確 認 した。 こう した結 果 を踏 まえ、 駐 車 場 と して利 用 さ

れ て いた西 側 に遺 跡 が残 存 し、 依 然 と して 良好 に埋 蔵 して い る と判 断 した。

写 真 1 試 掘 状 況 (試 掘 坑 1) 写 真 2 試 掘 状 況 (試 掘 坑 3)
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第 3節  調 査 の 方 法 と 経 過

調 査 は、 平 成 20年 9月 26日 か ら 11月 7日 まで行 っ た。 調 査 範 囲 の表 土 等 を重 機 で 除

去 した後 、 人 力 にて 遺構 ・ 遺 物 の検 出 に努 めた。 遺 構 検 出 に際 し、 規 模 ・ 形 状・ 重 複 の有

無 等 を確 認 す る た め任 意 に半 我 ・ トレ ンチ 調 査 に よ り堆 積 土 層 を確 認 しつ つ 調 査 を行 っ

た。 出土 遺 物 に関 し、 遺 構 確 認 に先 立 ち 出土 した一 括 性 が 高 い もの につ いて は原 則 と して

出土 地 点 を記 録 しつ つ調 査 を行 つた が、 そ れ 以外 は一 括 遺 物 と して扱 った。 遺 構 に伴 う出

土 遺 物 は一 括 性 が 高 い もの、 底 面 出土 の もの を記 録 し、 そ れ 以 外 は各遺 構 の一 括 遺 物 と し

た。 調 査 。測 量 の基 準 と して、 国土 座 標 に基 づ く基 準 点 を設 置 し、 遺 構 の記 録 は 10分 の

1、 も し くは 20分 の 1で 測 量 及 び 図面 作 成 を行 い、全体 図 は航 空 写 真 測 量 によ り作 成 した。

記録 写 真 は、 遺 物 の 出土 状 況、 遺 構 の検 出状 況、 土 層 の堆 積 状 況 な どを主 に撮 影 した。 発

掘 調 査 終 了後 、引 き続 き整理 作 業 を実 施 し、出土 遺 物 の洗 浄・注 記 、実 測 遺 物 の選 定、図化・

トレー ス作 業 を行 った。報 告 書 刊行 まで す べ て の業務 が完 了 した の は平 成 21年 3月 で あ っ

スと。

く調査日記抄録 >

9月 26日 (金)重機にて表土除去、27日 まで。      10月 18日 (土)3号住掘 り下げ。古墳時代後期の遺物

9月 29日 (月 )降雨のため機材搬入のみ実施。       が出土。 7号住遺物出土状況、写真撮影。

9月 80日 (火)精査 。遺構確認作業。部分的に撹乱の  10月 20日 (月 )3号住カマ ドを半我、土層堆積を確認

痕跡を確認する                    する。 4号住掘り下げ。

10月 1日 (水)遺構確認作業。住居址 3～ 4棟確認。  10月 21日 (火)埋甕平面実測。 5,6号住の重複関係を

土層の堆積状況を確認する               確認する。

10月 2日 (木)遺構確認作業。新たに住居址を 2棟確  10月 22日 (水)4～ 6号住掘 り下げ。 7号住遺物出土

認する。 トレンチ調査により遺構の重複関係を確認す   状況・土層堆積を記録する。

る。                         lo月 23日 (木)24日 まで降雨のため作業中止。

10月 3日 (金 )号 |き 続き トレンチ調査により遺構の重  lo月 27日 (月 )5号住遺物出土状況実測。 1号濤掘 り

複関係を確認する。 1号住及びピット1の平面プラン   下げを再開する。

を写真撮影する。                  lo月 28日 (火)5号住遺物出土状況実測。 6～ 7号住

10月 6日 (月 )降雨のためポンプにて排水する。調査   遺物出土状況、写真撮影。

区内への崩落土を除去する              10月 29日 (水)3号住カマ ド、遺物出土状況実測。4.

10月 7日 (火 )〕F水路掘削、ポンプにて排水。崩落±   6号住土層堆積を記録する。

の除去。精査・遺構確認作業。            lo月 30日 (木)8号住を確認、被熱土が面的に広がる。

10月 8日 (水)降雨のため雨水を排出する。重機にて   2号 溝確認、掘り下げ作業を実施。

つF土の移動を行う。                 lo月 31日 (金)5.6号 住出土遺物記録、取 り上げを

10月 9日 (本)雨水つF出。精査・遺構確認作業。 1号   行う。

溝を確認、掘り下げを行う。             11月 1日 (土)5号住カマ ド、拡張して全面検出に努

10月 10日 (金)埋甕2基確認する。 1号溝掘 り下げ、湧   める。 8号住 。2号溝覆土を掘り下げる。

水により断念。 2号溝を確認する。          11月 3日 (月 )8号 住・ 2号溝、遺物出土状況実測。

10月 14日 (火)つF水路掘削、ポンプにて排水。       3号 .5号住カマ ド平面図実測。

10月 15日 (水)精査・遺構確認作業。 1号住、掘 り下  11月 4日 (火)5～ 6号住、記録図面を作成する。航

げ行う。                        空写真測量を実施する。

10月 16日 (木)1号住掘 り下げ。 7号住の平面プラン  11月 5日 (水)出土遺物・機材の搬出を行う。重機に

確認、掘り下げを行う。                 て埋め戻しを始める。(7日 まで)

10月 17日 (金)1号住遺物出土状況、写真撮影。 2.3

号住の平面プランを確認する。
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第 2章 遺 跡 環 境

第 1節  立 地 と 地 理 的 環 境 (図 3,4)

本 市 は、 山梨 県 の ほ ぼ 中央 に位 置 し、 南 北 に細 長 い市 域 をな して い る。 長 野県 との境、

標 高 2599mを 測 る金 峰 山 山頂 か ら盆 地 底 部 の低 平 地、 標 高 約 250m地 点 まで 幅広 い 自然

を含 み、 市 域 の 4分の 3は 山地 で あ り、 標 高 300m未 満 の低 地 が 4分の 1を 占めて い る。

本遺 跡 は 甲府 盆 地 の北 縁 部、相 川 によ って 形 成 され た扇 状 地 の扇 端 部 に立 地 す る。 相 川 は、

盆 地 西 縁 を南 流 し、 荒 川 と合 流 した後 、 さ らに盆 地 内 を南 流 す る。 遺 跡 の北 側 背後 に湯 村

山が 迫 り、 南 側 前 面 に盆 地 低 平 地 が広 が る。

微 地 形 分 析 か ら度 重 な る相 川 ・ 荒 川 の流 路 変 更 によ リー 帯 には後 背 湿 地・ 旧河 道 の他、 自

然堤 防・ 扇 状 地 等 が埋 没 して お り複 雑 な地 形 を形 成 して いた こ とが判 明 して い る。 こう し

た成果 か ら観 察 す る と、 調 査 地 点 一 帯 は扇 状 地 地 形 が 張 り出 し住 環 境 に適 した高 燥 な地 で

あ った と推 量 で き る。

調 査 地 は市 内飯 田一丁 目に所 在 し、 標 高 約 275mを 測 る。 弥 生 時代 か ら平 安 時代 の遺 跡

と して 周 知 され、 一 帯 は宅 地 化 が進 んで い る。

0                500 1000m

Ⅷ

□

El

丘陵

扇状地 I

扇状地Ⅱ

図 3

llllllllll

目

鰯

遺跡周辺の微地形分析図

自然堤防 (高位面 )

自然堤防 (低位面)

後背湿地・旧河道

(『塩部遺跡』 山梨埋蔵文化セ ンター 1996年よ り借載 )

☆=塩部遺跡 (調査地点)
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第 2節  歴 史 的 環 境 (図 5,6)

本 遺 跡 は東 西 約 500m、 南 北 約 700mの 範 囲 に広 が り、 これ まで種 々開発 に と もな い調

査 が 実 施 され て い る。 平 成 7年 に実 施 した県 立 高 校 校 舎 建 替 工 事 に伴 う調 査 で は、 弥 生時

代 後 期 か ら古 墳 時 代 前 期 の方 形 周 溝 墓 11基、 弥 生 時 代 後 期 の住 居 址 1棟、 奈 良・ 平 安 時

代 の住 居 址 8棟 の ほか、 水 路・ 旧河 道 な どを検 出 して い る。 平 成 13年 ～ 16年 にか けて実

施 した道 路 改 良工事 に伴 う調 査 で は、 弥 生 時代 後 期 か ら古 墳 時 代後 期 にわ た り連 綿 と構 築

され た住 居 址 45棟、 掘 立 柱 建 物 跡 27棟 の他、 古 墳 時代 前期 の方 形 周 溝 墓 を 4基発 見 して

い る。 これ ら遺 構 と と もに多 種 多 様 な遺 物 や 畿 内 。東 海・ 北 陸 の各 地 域 の影 響 を色 濃 く受

けた土 器 が 出土 す るな ど各 地 か ら物 資 が 集 まる拠 点 的 な集 落 で あ った と理 解 され て い る。

本 遺 跡 以 外 に も相 川 ・ 荒 川 の流 路 一 帯 には、 多 くの遺 跡 の存 在 が 知 られ て い る。 特 に昭

和 59年、 本 遺 跡 か ら上流 数 kmの 相 川河 床 にお いて ナ ウマ ンゾ ウ の 自歯 化 石 が発 見 され、

これ によ り後 期 旧石 器 前 半 まで 遡 つて、 人 間 の営 み が推 量 で き る こ と とな る。

当地 で 人 々 の足 跡 が 認 め られ る の は縄 文 時 代 前 期 後 半 か らで あ る。 榎 田遺 跡 (8)。 緑 ヶ

丘 一 丁 目遺 跡 (35)。 宝 町 遺 跡 (45)か ら該 期 の土 器 ・ 石 器 が 検 出 され、 上 石 田遺 跡 (46)か

らは縄 文 中期 の住 居 址 を確 認 して い る。 他 に周 知 の遺 跡 と して、 金 塚 西遺 跡 (10)・ 西 大 阪

A遺 跡 (13)。 音 羽 遺 跡 (15)。 西 河 原 遺 跡 (17)。 緑 ヶ丘 二 丁 目遺 跡 (34)。 宮 北 遺 跡 (47)・ 食

料 工 場 遺 跡 (48)等が あ る。

弥 生 時 代 後 半 以 降、 当地 の居 住 ・ 生産 域 、 墓 域 な どが そ れ ぞ れ 明 らか にな りつ つ あ る。

本 遺 跡 の ほか、 榎 田・ 音 羽 。青 沼 遺 跡 (49)等 で は 平 安 時 代 まで 連 綿 と続 く集 落 跡 が確 認

され て お り、 本 遺 跡 と榎 田遺 跡 か ら古 墳 時 代 前 期 の方 形 周 溝 墓 が、 富 士 見 遺 跡 (21)か ら

は 同時 期 の水 田跡 が そ れ ぞ れ 調 査 ・ 確 認 され、 平 石 遺 跡 (18)よ り祭 祀 に関 連 す る と推 定

され る古 墳 時代 後 期 の溝 跡 が発 見 され て い る。 他 に弥 生 ～古 墳 時代 にか か る遺 跡 は、 天 神

北 (6)・ 天 神 西 (7)。 跡 部 (9)・ 神 田 (12)・ 八 幡 東 (22)。 三 光 寺 山 (36)。 向 田 A遺 跡 (38)・ 湯

田町遺 跡 (50)。 伊 勢 町遺 跡 (51)な ど多 数 存 在 す る。

本 遺 跡 か ら北 方 、 荒 川 左 岸 は 「千塚」 の地 名 が 示 す よ うに 6世紀 中頃 か ら大 規 模 な古 墳

群 が築 造 され て きた地 で あ る。 開発 によ りす で に多 くが 消 滅 した よ うで あ るが、 湯 村 山 山

麓 か ら山裾 にか け て 多 数 の古 墳 が 現 存 Tチ る (23～ 30、  32)。 主工戸 歩胡よ り矢日らオ■た 7幸 在 だ つ

た 万 寿 森 古 墳 (25)は 、 初 期 横 穴 式 石 室 を備 え、 県 内有 数 の規 模 を有 す る。 同様 に江 戸 時

代 よ り大 型 墳 墓 と して著 名 で あ った加 牟 那 琢 古 墳 (11)は 、直 径 約 45m、 高 さ約 7mを 測 り、

東 日本 有 数 の規 模 を有 す る 円墳 で あ り、 盆 地 西 部 を拠 点 と した有 力首長 の墳 墓 と推 量 され

て い る。 これ らの他、 穴 塚 古 墳 (16)も 荒 川 流 域 で現 存 す る数 少 な い古 墳 の一 つ で あ る。

奈 良・ 平 安 時 代 の遺 跡 は、 前 述 した榎 田・ 音 羽・ 青 沼遺 跡 の他、 秋 山氏館 跡 (52)。 平 石

遺 跡 か ら建 物 跡 が確 認 され て い る。 周 辺 には若 宮 前 (3)。 天神 平 (4)・ 御 蔵 (5)。 西 大 阪 B(14)・

村 之 内 (37)。 八 幡 東 。永 井 (39)・ 十 二 天 (40)。 南 河 原 A～ D(53～ 56)。 村 西 遺 跡 (57)な

ど多 くの包 蔵 地 が知 られ て い る。 古 墳 時 代 以 来 当地 は、 大 型 墳 墓 を築 造 し得 る有 力氏 族 が

居住 す る拠 点 的 地 域 で あ つた と考 え られ て い る。

中世 鎌 倉 期 、 稲 積 荘 ・志 摩 荘・ 小松 荘 。塩 戸 荘 な どが市 域 で確 認 で き る。 荘 域 。存 続

期 間 な ど不 明確 で あ るが、 稲 積 荘 は 上石 田か ら南方 、 盆 地 低 平 地 が 荘 域 とな り、 小笠 原 氏

が在 地 領 主 と推 定 され て い る。 志 摩 荘・ 小松 荘 は 九条 家 領 で あ り、 武 田有 義 が在 地 領 主 と

推 定 され て い る。 志 摩 荘 の荘 域 は千 塚 。湯 村・ 荒 川 以 西 に比 定 され、 小松 荘 の荘 域 は 小松

か ら積 翠 寺 にか けた相 ,「 1中 流 域 に比定 され る。

戦 国期 、 湯 村 山 山頂 に武 田氏 館 (44)の 防御 の一 翼 を担 つ た 湯 村 山城 (31)が築 造 され る

ほか、 館 背 後 の 山嶺 に監視 ・軍 事 的機 能 を帯 び た和 田 の城 山 (1)、 法 泉 寺 山 の峰 火 台 (33)、

小松 山 の俸 火 台 (41)、 鐘 撞 堂 (43)な どの城 砦 群 が構 築 され て いた。
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数 少 な い 当該 期 の 調 査

事 例 と して、 秋 山 氏 館 跡

(52)が あ る。 墓 坑 23基、

荼 毘 状 遺 構 2基 の ほ か 、

区 画 溝・ 井 戸 跡 ・ 建 物 跡

な ど を検 出 して い る。 15

世 紀 を 通 じ 墓 域 で あ り、

そ の 後、 近 世 の 屋 敷 地 へ

と変 化 して い る こ とが 判

明 した。

江 戸 時 代、 調 査 地 一 帯

は 塩 部 村 に含 まれ た ら し

く、 慶 長 6年  (1601) 円ヒ

山 筋 塩 部 之 郷 御 縄 打 水 帳

」(『 西 山 梨 郡 志 』 )で は

屋 敷 数 19を 数 え、 文 化 11年 (1814)完 成 の 『甲斐 国 志 』 は 当村 につ い て、 戸 数 20。 人

数 67、 高 1049石 余 と記 載 す る。 調 査 地 は江 戸 時 代 よ り人 家 も点 在 しな い耕 作 地 だ っ た ら

し く大 正 10年 (1921)発 行 の 甲府 市 全 図 は相 川 以 西 を大 き く耕 作 地 と表 現 して い る。

本文 中及 び 図 5に 示 した 遺 跡 の 内訳 は、 以 下 の とお りで あ る。

1.和 田の城 山 (中 世 )     2.

4.天 神平遺跡 (平 安 )     5.

7.天 神西遺跡 (古 墳時代 )   8.

10.金塚西遺跡 (縄 文・ 古墳 )  11.

13.西大 阪 A遺跡 (縄文 )    14.

16.穴塚古墳 (古 墳 )      17.

19.居村村 上遺跡 (縄 文 。平安 )20.

22.八 幡東遺跡 (弥 生～古墳 ) 23.

25.万 寿森古墳 (古 墳 )    26.

28.湯 村 山三号墳 (古 墳 )   29.

31.湯村 山城 (中 世 )     32.

34. 緑ヶ丘二丁目遺跡(縄 文前期～平安)  35.

37.村 之 内遺跡 (古 墳～平安 ) 38.

40.十二天遺跡 (平安 )    41.

43.鐘撞堂 (中 世 )      44.

46.上 石 田遺跡 (縄 文 中期 )  47.

49.青 沼遺跡 (古墳～平安 )   50.

52.秋 山氏館跡 (平 安～ 中世 ) 53.

55.南河原 C遺跡 (平安 )   56.

羽黒 山古墳 (古 墳 )     3.

御蔵遺跡 (古 墳 。平安 )   6.

榎 田遺 跡 (縄 文前期～平安 ) 9.

加牟那塚古墳 (古 墳 )    12.

西大 阪 B遺跡 (平安 )    15.

西河原遺跡 (縄文・平安 )  18.

前 田遺跡 (平安 )      21.

大平一号墳 (古 墳 )     24.

湯村 山一号墳 (古 墳 )    27.

湯村 山四号墳 (古墳 )    30。

湯村 山六号墳 (古 墳 )    33.

緑ヶ丘一丁目遺跡(縄 文前期～平安)  36.

向田A遺跡 (弥 生～古墳 )  39.

小松 山の峰火台 (中 世 )   42.

武 田氏館跡 (中 世 )     45.

宮 北遺跡 (縄文 。平安 )   48.

湯 田町遺跡 (古墳時代 )   51.

南河原 A遺跡 (平安 )    54.

南河原 D遺跡 (平安 )    57.

若宮前遺跡 (平 安 )

天神北遺跡 (古 墳・平安 )

跡部遺跡 (古 墳時代 )

神 田遺跡 (弥 生～平安 )

音羽遺跡 (縄 文 ～平安 )

平石遺跡 (弥 生～平安 )

富士見遺 跡 (古 墳～平安 )

大平二号墳 (古 墳 )

湯村 山二号墳 (古 墳 )

参村 山五号墳 (古 墳 )

法泉寺 山の蜂火台 (中 世 )

三光 寺 山遺跡 (古墳時代 )

永井遺跡 (古 墳 ～平安 )

廃石古墳 (古 墳 )

宝 町遺跡 (縄 文・平安 )

食料工場遺 跡 (縄文～弥 生 )

伊勢町遺跡 (古 墳時代 )

南河原 B遺跡 (平 安 )

村西遺跡 (縄 文・平安 )

tπ

ヤ}早 ,

甲府市全図 (大正 10年 )
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第 3章 遺構と遺物

遺 物 と とも に竪 穴住 居 址 8棟、 溝 状 遺 構 2条、 埋 甕 2基、 土 坑 1基 を確 認 して い る。 検

出遺 構 。出土 遺 物 の大 部 分 が古 墳 時代 後 期 に属 す。

第 1節  堅 穴 住 居 址

1号住 居 址 (図 8,9、 図版 1)

遺 構 確 認 作 業 に際 し遺 物 集 中 と黒 色 土 の広 が りを検 出 し、 トレンチ を設 定 して遺 構 範 囲

及 び掘 り込 み を確 認 した。 遺 構 の大 半 は調 査 区外 に広 が リカ マ ドも確 認 され ず、 東 側 は撹

乱 を受 けて い る。 古 墳 時 代後 期 の住 居 址 で あ る。

(規模 ・ 形 状 )南北方 向 4.62m、 東 西方 向 2.50mを 確 認 した。 隅丸 方 形 を呈 し、 掘 り込 み

ヤよ、 住 居 中央 付 近 が 0.20mと 浅 く、 西 壁 とこか |す
ヤ
ご0.30mと な り、 住 居 隅 イこか け

ヤ
てlFBり 込

み が深 くな る よ うで あ る。

(覆土 )撹 乱 を受 け て い るた め判 然 と しな いが、 3層 か らな り、 床 面 近 くに炭 化 粒 が 多 く

混 入 して いた。

(遺物 出土 状 況 )遺構 確 認 段 階 で 数 箇 所 に集 中す る状 況 で あ った。 掘 り下 げ に際 し出土 し

た点 数 は僅 か で、 単 独 か つ散 在 して検 出 され る状 況 で あ った。

(内 部 施 設 )ピ ッ ト 3基及 び西 壁 際 を一 段 掘 り込 ん だ周 溝 状 の施 設 を確 認 した。 ピ ッ ト 1

は一 部 調 査 区外 に広 が るが、 長 径 1.20m、 短 径 0。 85m、 深 さ 0.55mを 測 る。 一 段 テ ラス

状 に掘 り残 した 後 、 長 楕 円形 の掘 り込 み が あ る。 ピ ッ ト 2は 長 径 0.26m、 短 径 0.20m、

深 さ 0。 28mを 測 る。 ピ ッ ト 3は 長 径 0。25m、 短 径 0.16m、 深 さ O.28mを 測 る。 ピ ッ ト出

土 遺 物 は 小 片 の み で 図化 で き な か っ た。 周 溝 状 の施 設 は、 幅 0.58～ ■30m、 床 面 か らの

深 さ 0。 14～ 0.19mと な り南 壁 |こ いた り幅広 く、 深 くな って い る。

(出 土 遺 物 )住 居 址 周 辺 か らの 出土 遺 物 を含 め 9点 を図化 した。7の 時期 が判 然 と しな いが、

他 は古 墳 時 代 後 期 の所 産 で あ る。 1は 半球 形 を呈 す る杯、 2は 内湾 口縁 イ と呼 ばれ丸 底 で

口縁 部 との境 に稜 を有 す る もの、 3～ 5,8は ハ ケ 整 形 され る甕 の破 片、 9は 安 山岩 産 の

磨 石 で あ ろ うか、 磨 面 が 4面 あ る。

写 真 3 1号 住 遺 物 出 土 状 況
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砂粒を多く含む。灰色土 褐色上が混る。固くよくしよる。

黄色土 灰色土が現状に混る。固くよくしまる。

砂粒を含む。黄色土が混る。よくしまる。粘性あり。

砂粒 /1ヽ 礫を多量に含み、焼土 炭化物が若干混る。

固くよくしまり、粘性あり。

砂粒・/1ヽ 礫を多く含み、炭化物が混る。しまり、粘性あり。

砂粒 4ヽ礫を多く含む。炭化物が多量に混る。しまり、粘性あり。

焼土 炭化物を含む。灰色粘質土が斑状に混る。粕性あり。

焼土 茂化物を多く含み、粘性あり。

黄色砂粒がブロック状に混る。粘性あり。

砂粒 」ヽ礫を含む。焼土 炭化物が若干混る。

文化物が多量に混る。粘性あり。

焼土 炭化物が僅かに混る。灰色砂粒がブロック状に混る。

焼土 炭化物が混る。粘性強い。

灰色砂粒を多量に含む。

砂粒 」ヽ礫を多く含む。灰色粘質土がブロック状に混る。

砂粒・71ヽ礫を多く含む。黄色土が粒状に混る。固くよくしまる。

焼土 炭化物が混る。粘性強しヽ。

灰色砂粒が斑状に混る。固くよくしまる。

]黄 色 土 層

2黄 掲色土 層

3褐 色 土 層

4暗 褐色土層

5黒 掲色土層

6暗 掲色土層

7灰 黒色土層

8灰 褐色土 層

9灰 黒色土層

10茶 褐色土層

11黒 掲色土 層

12灰 黒色土 層

13 黒色粘質土層

14撹 乱 層

15茶 掲色土層

16睛 掲色土層

17茶 掲色土層

18暗 掲色 土層

19茶 褐色土層

半く |マ
イ

ヽ
〃
ｌｒ
ヽ
ヽ
――
――
〃
４

＼`逹茶」遷諏

1号住実測図・違物 出土状況

0                 2m

図 8
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2号住 居 址 (図 10,11、 図版 2)

トレンチ調 査 によ り掘 り込 み を確 認 した もの の、 遺 構 の大 半 は撹 乱 によ り削平 を受 けた

らし く多 くを確 認 で きな か った。 3号 住 居 址 と重 複 し、 古 墳 時代 後 期 の住 居 址 とな る。

(規模・ 形 状 )東西 方 向 3.25m、 南 北 方 向 3.59mを 確 認 した。 隅丸 方 形 を呈 し、 最 も残 り

が 良 い箇 所 で O.50mの 掘 り込 み が あ つた。

(覆土 )撹乱 によ り判 然 と しな いが、 上 層 に黄 褐 色 土 が 斑 状 に混 入 し、 下 層 に焼 土・ 炭 化

物 を多 く含 む よ うだ。 一 部 床 面 に焼 土 が集 中す る箇 所 が あ つた。

(遺物 出土 状 況 )壁 際 か ら郭 ・ 高 lTN・ 甕 が 集 中 して検 出 され た 以 外 、 破 片 資 料 が散 在 して

検 出 され る状 況 で あ つた。

(内 部 施 設 )幅 0。 18m、 深 さ 0.08m程 の周 溝 を部 分 的 に確 認 した のみ で あ る。

(出 土 遺 物 )1の 丸 底 半 球 形 を呈 す る杯 は、 内面 黒 色 処 理 され、 器 面 に ター ル が 付 着 して

い る。 2は 脚 部 の裾 が大 き く屈 曲す る高 lTNで 、 ヘ ラ削 り、 ナ デ によ って仕 上 げて い る。 3
の鉢 はハ ケ 整 形後 、ナ デ調 整 され、 4は 安 山岩 産 の磨 石 で あ ろ うか、磨 面 が表 裏 2面 あ る。

0                  10 Cm

図 10 2号住出土遺物
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3号住 居 址 (図 12～ 16、 図版 1,2)

遺 構 確 認 に際 し焼 土 の集 中 と黒 色 土 の広 が りを確 認 した。 西壁 は 2号住 及 び撹 乱 によ り

削平 を受 けた らし く確 認 で きな か った。 古 墳 時 代 後 期 の住 居 址 で あ る。

(規模 ・ 形 状 )東 西 4.10m、 南 北 4.60mを 確 認 し、 隅丸 方 形 を呈 す るよ うだ。

(遺 物 出土 状 況 )カ マ ド周 辺 か ら集 中 して 出土 した以 外、 破 片 資 料 が散 在 して検 出 され た。

(カ マ ド )掘 り込 みや 構 築 材・ 焼 土 の広 が りな どか ら長 軸 1.02m、 短 軸 0.71m程 の規 模 と

な る。 径 10cm程 の小礫 が 多 数 集 中 して いた が、 袖 石 ・ 支 柱 石 な どは確 認 で きな か った。

(内 部 施 設 )カ マ ド脇 に長 軸 2.1l m、 短 軸 i57m、 深 さ 0.15m程 の掘 り込 み が あ り、 一

段 テ ラス 状 に掘 り残 した後 、 長 車由■62m、 短 軸 ■05m、 深 さ 0.57mを 測 る楕 円形 の掘 り

込 み が あ る。 器 形 を窺 い知 る遺 物 が 多 く出土 す る もの の、 本 住 居 に附属 す る施 設 で な く住

居構 築 以 前 にす で に存 在 した遺 構 で あ ろ う。

(出 土 遺 物 )27点 を図化 した が、 前 述 した よ うに本住 居 に伴 わ な い もの も こ こに含 めて報

告 す る。 図 15-1～ 8,15、 図 16-26,27が 本 住 居 に伴 う遺 物 で あ る。 1は 須 恵 器 郷 身

の 回縁 部 片、 2～ 5は、 丸 底 で 口縁 部 との境 に稜 を有 し、 内湾 して 立 ち上 が る郷、 6は 須

恵 器 邦 身 を模 倣 し 口縁 部 が 強 く内 折 す る郭 とな る。 他 に削 りに よ り仕 上 げ られ た 甕 (7)、

内外 面 赤 彩 され た 高 lTN(15)、 磨 石 が 2点 (26,27)出 土 して い る。

カ マ ド脇 の掘 り込 み か らの 出土 遺 物 にイ ・ 高 郭・ 甑・ 甕・ 壺 が あ る。 必 は丸 底 で 口縁 部

との境 に稜 を有 し、 直 立 して 立 ち 上 が る もの (9～ 12)、 半 球 形 を呈 す る もの (13)、 内湾 口

縁 lTN(14)が あ る。 他 に長 胴 形 とな る甕 (19～ 22)、 胴 部 が球 形 とな る壺 (23～ 25)が あ る。

写 真 5 3号 住 完 掘 状 況
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1 灰黄掲色土層

2.炭  化  層

3掲 色 ■ 層

4,院  土  層

6 灰黄色粘質土層

6灰 色粘質土層

7.焼  土  層

8 灰黒色粘質土層

9,灰 色 土 覆

10暗 掲 色 ■ 層

11,灰 黄 色 土 層

12.灰 色 土 層

13)皓 掲 色 土 層

焼土粒灰色とが握る。

焼■粒炭化物が若千混る。よくしよる●

斑 V物 褐色■脇 。

焼土炭化物を僅かに含み、黄色砂粒が脇

砂地を含み、粘悩b戦しヽ

脚ヒ物褐色■競 る。

黄色土粒脇 。粘性が強い。

焼土峡北渤が者干握る。

焼土粒炭化物聡 み、粘性ややあり。

焼土熊化物を含み、黄色上が斑状1弾る。ょくしまる。

砂職を含み、粘性強い。

競土粒戊化物を若干含み、しまり、粘性あり|

14.皓 掲 色 土 層  競止披化物を多量に含む。小際が混り、よくtyab。

15 鰭 褐 色 土 層  砂粒Jヽ騨を含み、焼止炭ILMが僅創こ湖る。黄色■競が多くく語 。

16,暗 黄 色 土 層  褐豊土が斑状に混るもしまり、粘性ややあり。

17,黒 掲 色 土 層  焼土則 ヒ物を含み、灰色土黄色土粒ガ萌る。粘性あり。

18,灰 色粘質土層  雛土皮化物を使かに含み、茨色土黄色鰤 。

19 灰 褐 色 土 層  黄a土朋贈興璃 。(抹り、絡性鉤 。

20,灰 費 色 土 層  拐土炭化物を含Ⅲ 灰色土責色土粒が隅伏1転 。しまりあり。

211黒 褐 色 土 層  競土財 臨物が僅かに混る。賞色土粒が榎る。しより、粘性ありと

2ρ 灰黒色粘質土層  砂職を含む。粘性強い。

23.灰 色粕質土層  黄色土粒が斑伏に混る∫粘性強い。

24 皓灰色お質土層  掲色粘質土が雌伏I賜。粘性強い。

25,灰  色 土 層  砂粒を含む
`粘

性強い。

26,地      山

図 13 3号住カマ ド実測図

0               50 cm
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3号住カマ ド遺物 出土状況

写 真 6 カ マ ド遺 物 出 土 状 況
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図 15 3号住出土遠物 (1)
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図 16 3号住出土遺物 (2)

0                        10 cm

|

O        (24の み)      20 cm
26

分 湮

写 真 8 調 査 状 況

-19-

写 真 7 カ マ ド調 査 状 況



4号住 居 址 (図 17,18、 図版 2)

遺 構 確 認 に際 し黒 色 土 の広 が りを検 出 した。 西 壁 か ら南 壁 を

確 認 で きた にす ぎず 、 遺 構 の大 半 は調 査 区外 に広 が る。 古 墳 時

代後 期 の住 居 址 で あ ろ う。

(規模 ・ 形 状 )南 北 方 向 2.53m、 東 西 方 向 2.20mを 測 る。 南 壁

に一 部 張 り出 しが み られ るが 略方 形 を呈 す る。

(覆土 )レ ンズ状 に埋 没 した過 程 が 判 明す る。 覆 土 全体 に焼 土 。

炭 化 物 が混 入 す るが、 下 層 に多 く混 入 す る状 況 で あ った。

(遺 物 出土 状 況 )細 片 資 料 が 散 在 して 出土 した。

(内 部 施 設 )西 側 床 面 が 低 くな る ら し く 15cm程 度 の比 高 差 が あ る。 南 壁 張 り出 し部 か ら

ピ ッ トを 1箇所 確 認 した。 平 面 略 円形 を呈 し、 径 0.35× 0.33m、 深 さ 0。25mを 測 る。

(出 土 遺 物 )2点 を図化 した。 いず れ もハ ケ 整 形 され た甕 の底 郡 片 で あ る。

□
2

0                        10 cm

図 17 4号住出土遺物

ｍ
掴
＞

咆
ド

膊
８

１

SPA
272つ 00~~

小礫を含む。灰色粘質とがブロック状に混

る。粘性強い。

v/4i小 礫を多く含む。黄色土粒が混る。

固くよくしまる。

砂地小傑を多量に含み黄色土粒が混る。

焼土炭化物が混る。しまり粘性あり。

小礫を含力焼土皮化物が混る。

国くよくしまる。

砂粒州ヽ礫を含み貢色土粒が混る。

焼土炭化物を含むしまり粘性あり。

焼土炭化物を含む責色土粒が多く混る。

しまり、粕忙あり。

小際を含み、焼土炭化物が混る。

粘性あり。

焼土炭化物を多く含み黄色土灰色上が

混る。しまり、粘性あり。

境土炭化物を多く含み灰色土粒が襲状に

混る。粘性あり。0                2m

図 18 4号住実測図

写 真 9 4号 住 遺 物 出 土 状 況
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5号住 居 址  (図 19-21、  図版 2,3)

遺 構 確 認 に際 し黒 色 上 の広 が りを検 出 し、 トレ ンチ を設 定 して 遺 構 範 囲及 び掘 り込 み を

確 認 した。 一 部 撹 乱 を受 け、 6号 住 と重 複 して い る。 古 墳 時 代 後 期 の住 居 址 で あ る。

(規模 ・ 形 状 )長軸 4.20m、 短 軸 2.66mを 預1り 、 方 形 を呈 す る。

(遺 物 出土 状 況 )カ マ ド周 辺 か ら数 個 体 が 一 括 集 中 して 出 土 す る と と も に住 居 址 全 体 か ら

破 片 資 料 が 多 く検 出 され た。

(カ マ ド )住 居 南 壁 に焼 土 の広 が りと と も に張 り出 し部 を検 出 した。 撹 乱 を受 け、 袖 石 な

ど確 認 で きな か っ た が、 焼 土 の広 が りか ら長 軸 0.86m、 短 軸 0.68m程 の規 模 とな ろ う。

(内 部 施 設 )ピ ッ トを 2基確 認 した。ピ ッ ト 1は長 楕 円形 を呈 し、長 径 0.63m、 短 径 0.32m、

深 さ 0。 10mを 測 る。 ピ ッ ト 2は長 径 0.78m、 短 径 0.55m、  深 さ 0.42mを 測 る。

(出 土 遺 物 )1は 須 恵 器 邦 身 を模 倣 し 口縁 部 が 強 く内 折 す る FTh、 2は 丸 底 で 回縁 部 と の 境

に稜 を有 し、 内湾 して 立 ち上 が る邦 で あ る。 甕 は 多 くが 長 胴 形 とな る もので、 口縁 部 の 屈

曲が 強 く、最 大 径 が 胴 中位 に あ る もの (3)、 胴 下 位 に最 大 径 が あ る もの (4)、 日縁 部 が 直 立 し、

屈 曲 が 見 られ な い も の (9)な どが あ る。 他 に胴 部 が 球 形 とな る壺 (10)、 混 入 品 で あ る古 墳

時代 初 頭 の器 台 (11)が あ っ た。

0              2m

SPA
271500 -

1,灰黒色土層

2 黒褐色土層

3,暗褐色土層

4,灰 色 土 層

5 灰褐色土層

焼土 炭化修が多量に混る。粘性強り。

炭化物が混る。黄色土粒 tDN班状に混る。

粘性あり。

焼土 炭化物が混る。黄色土粒が斑状に湿る。

粘性あり。

砂粒を多く含み,粘性あり。

焼土 炭化物を含む。灰色砂粒を多 く含み、

*占 生あり。

0 im

図 19 5号住遺物出土状況 ・カマ ド実測図
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写 真 10 5号 住 完 掘 状 況

写 真 12 調 査 状 況

写 真 11 遺 物 出 土 状 況

写 真 13 -括 遺 物 出 土 状 況

鬱

醸

　
　
　
一　
　
　
↓
・

一４

．一飴

写 真 14 -括 遺 物 出 土 状 況
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写 真 15 調 査 状 況



6号イ主居 址 (図 22-24、  図版 3,4)

遺 構 確 認 に際 し黒 色 土 の広 が りを検 出 し、 トレンチ調 査 に よ り遺 構 範 囲及 び掘 り込 み を

確 認 した。 遺 構 の大 半 は調 査 区外 に広 が り、 5号 住 と重 複 す る。 古 墳 時代 後 期 の住 居 址 で

あ る。

(規模・ 形 状 )東 西 3.08m、 南 北 2.52mを 検 出 した のみ で、 隅丸 方 形 を呈 す るだ ろ う。

(覆土 )覆土 全体 に焼 土 ・炭 化 物 が 多 く混 入 し、 下 層 に炭 化 材 が 多 く混 入 して いた。

(遺 物 出土 状 況 )住 居 址 全体 か ら多 くの資 料 が得 られ た。 西 壁 際 か ら焼 土・ 炭 化 材 と と も

に数 個 体 が集 中 して 出土 して い る。 カ マ ドの支 柱 も抜 き取 られ、 カ マ ド廃 棄 に伴 う一括 遺

物 と考 え られ よ う。

(カ マ ド )5号住 と重 複 す る と と も に、 袖 石 な ど も確 認 で きず 規 模 な ど判 然 と しな い が、

焼 土 層 が堆 積 して いた た め西壁 に設 けて いた と推 定 した。

(内 部 施 設 )ピ ッ トを 3基確 認 した。 ピ ッ ト 1は 略 円形 を呈 し、長 径 0.45m、 短 径 0.37m、

深 さ 0。 26mを 測 る。 南 壁 際 よ り検 出 した ピ ッ ト 2は 長 径 0.33m、 短 径 0.30m、 深 さ 0.31

mを 測 る。 一 部 を確 認 した ピ ッ ト 3は 南 北方 向 O.21m、 東 西 方 向 O.24m、 深 さ 0.13mを
測 る。

(出 土 遺 物 )邦 。甕 ・ 壺 ・ 甑・ 土 製 品 な どが あ る。 必 は 口縁 部 との境 に稜 を有 し、 内湾 し

て立 ち上 が る もの (1)、 丸 底 で 半球 形 を呈 す る もの (2)が あ る。 甕 ・ 壺 と もハ ケ ・ ナ デ によ

り器 面 整 形 され て い る。 9の 甑 は、 4の 甕 と入 れ 子 状 とな り検 出 され て い る。 10の 土 製 品

は カ マ ドの支 柱 とな ろ う。 被 熱 によ る磨 耗 が著 しい。

写 真 16 6号 住 完 掘 状 況

-25-



0            2m

]褐 色 土 層

2暗 褐 色 土 層

3暗 褐 色 土 層

4灰 色 土 層

5焼    土

6灰 色 土 層

フ 灰 色 土 層

8 灰掲色砂質土層

9灰 褐 色 土 層

10灰 黒 色 土 層

図 22 6号住実測図・出土状況 (1)

27].800 SPA

砂粒 」ヽ礫を多く含み、焼土 炭化物が混る。固くよくしまる。

焼土塊が多く混り、砂粒 黄色土粒を含む。しまり粘性あり。

焼土 炭化物を多量に含み、黄色土 灰色土粒が斑状に混る。

焼土 炭化物を含み、砂粒が混る。しまり、粘性あり。

焼土塊を多く含む。粘性強い。

焼土粒 炭化物を多く含む。粘性強しヽ。

焼土 炭化物を含み、灰色粘質土が斑状に混る。

焼土 炭化物を含み、黄色土粒が斑状に混る。粘性ややあり。

炭化物を多量に含み、灰色砂粒が斑状に混る。粘性あり。

バ

0            50cm

271,800A
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写 真 刊7 6号 住 遺 物 出 土 状 況

図 23 6号住遺物出土状況 (2)

写 真 18 -括 遺 物 出 土 状 況

写 真 19 調 査 状 況

-27-

写 真 20 調 査 状 況 (2)
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図 24 6号住 出土遺物
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7号住 居 址  (腟]25,26、  図 版 4)

す で に試 掘 で 確 認 して い た た め 平 面 プ ラ ン の検 出 に 努 め た 。 遺 構 の 大 半 は 調 査 区 外 に広

が る。 弥 生 時 代 後 期 の 住 居 址 で あ る。

(規 模 ・ 形 状 )南 北 方 向 2.70m、 東 西 方 向 2.68m程 を検 出 し、 方 形 を呈 す る で あ ろ う。

(覆土 )覆土全体 に焼土・炭化物が混入するが、下層に炭化物が多 く堆積 していた。
(遺物出土状況 )掘 り下げに際 し覆土 中よ り出土 した点数は少な く、散在 して検出される

状況 で あ った。

(内 部 施 設 )幅 0。 12～ 0。21m、 深 さ 0.08mほ どの周 溝 を確 認 した のみ で あ る。

(出 土 遺 物 )壺・ 甕 の み 8点 を図化 した。 壺 は 口縁 部 に 4個 1単位 の貼 付 文 が 4ヶ 所 に付

き、 内外 赤 彩 され る もの (1)、 有 段 口縁 で 棒 状 浮 文 が 付 く もの (2)、 口縁 部 が 波 状 を呈 し、

日唇 部 に刻 み 目が 付 くもの (3)、 日縁 部 が大 き くラ ッパ 状 に開 き 内外 赤彩 され た もの (4)が
あ る。 甕 は、 日縁 部 が 「く」 の字 に屈 曲 し、 口唇 部 に刻 み 目をつ け、 ハ ケ 整 形 され る もの

(6)、  日縁 吉[か ら頸 吉【イこか け櫛 描 波 状 文 が施 され る もの (5, 7)な どが あ る。

プ Ⅷ 7

W

図 25 7号住実測図・遺物出土状況
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写 真 21

7号住 完 掘 状 況

写 真 22

土 層 堆 積 状 況

図 26 7号住 出土遺物
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8号住 居 址  (区]27,28、  図版 4)

遺 構 確 認 に際 し黒 色 土 の広 が りを検 出 し、 トレンチ 調 査 によ り遺 構 範 囲及 び掘 り込 み を

確 認 した。 遺 構 の大 半 は調 査 区外 に広 が る。 古 墳 時代 後 期 の住 居 址 で あ る。

(規模・ 形 状 )長軸 4。 33m、 短 軸 3.15m程 を検 出 した。

(覆土 )掘 り込 み が 浅 く、 覆 土 全 芥 に焼 土 粒 。炭 化 物 が 混 入 し、 部 分 的 に焼 土・ 炭 化 材 が

集 中 して いた。

(遺物 出土 状 況 )掘 り下 げ に際 し覆 土 中 よ り出土 した点 数 は 少 な く、 焼 土 ・ 炭 化 材 が 集 中

す る地 点 か ら比較 的 ま とま って 土 器 が検 出 され た。

(出 土 遺 物 )1以 外、 2～ 4は 住 居 内か らま とま って 出土 した。 1は 折 り返 し 口縁 とな り、

胴 中位 に最 大 径 を もつ 壺 で あ る。 外 面 ハ ケ ・ ナ デ 整 形 され た後 ミガ キ が施 され る。 2は 胴

部 以 下 を残 す が、胴 下 位 に最 大 径 を もつ 壺、 3は ハ ケ・ナ デ 整 形 され た鉢、 4は ミニ ュチ ェ

ア土 器 で あ ろ うか、 脚 台 部 のみ残 存 しハ ケ 整 形 され る。

穂

写 真 23

8号住 遺 物 出 土 状 況

写 真 24

調 査 状 況
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EPA
271,800 -―

EPA

屋園=焼土

SPA
272100 ……

1・ 暗 掲 色 ■ 層  灰色粘質上が製状に混る。

2 黄 褐 色 土 層  砂地を多く含み、褐色土が斑状に混る。

3 黒褐色粘質土層  焼土炭化物を多く含む。質掲色上が斑状に混る。

4 暗 掲 色 土 層  焼土斑 ヒ物が混る。灰色粘質土が弱状に混る。

5 皓 褐 色 土 層  掲色土黄色土が斑状に混る。

0                    2m

図 27 8号住実測図
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第 2節  溝 状 遺 構

1号 溝   (図 29,30)

調 査 区西 側 か ら東 流 す る よ うで あ る。 調 査 期 間 中、 湧 水 が 絶 えず 溝 底 まで掘 り下 げ るの

は不 可 能 で あ つた。幅 6.40～ 7.60m、 深 さ lm以 上 とな り、覆 土 は砂 礫 と砂 層 の互 層 で あ っ

た。 出土 遺 物 の多 くが 破 片 資 料 で あ り、 1は 隆 帯文 が 施 され た縄 文 土 器 で あ ろ う。 2以 下

は古 墳 時 代 後 期 に属 す 須 恵器 醒 、 土 師 器 ITN。 高邦・ 甕 で あ る。 2の 須 恵 器 腿 は 口縁 部 と底

部 を欠 き、 胴 部 のみ で あ る。 胴 中位 に波 状 文 が巡 り、 注 回は破 損 す る。 3～ 5の イ は底 部

と 口縁 部 との境 に稜 を有 し、 口縁 部 が 直 線 的 に立 ち 上 が る もの (3)、 須 恵 器 不 身 を模 倣 し

口縁 部 が 内折 す る もの (4)、 丸 底 で 半球 形 を呈 す る もの (5)が あ る。 6～ 9の 高 郷 は 6の み

邪郡 形体 が判 明 し、 体 部 下位 に強 い稜 を もち、 逆 台 形 状 を呈 す。 脚 郡 は いず れ もハ の字 状

に開 く器 形 で あ るが、 9の み接 合 部 が筒 状 の形体 を呈 す る。 外 面 赤 彩 され、 外 部 内面 は黒

色処 理 され て い る。 10～ 13は 甕 胴 部 及 び底 部 片 とな る。

SPA

SPA
272.500 ・

匠三]=砂層

E=砂 礫層

図 29 1号溝実測図
0                 ⊇m

|

写 真 25 1号 溝 土 層 堆 積
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0                        10 cm

図 30 1号溝出土遺物

3

写 真 26 1号 溝 出 土 遺 物
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2号溝 (図 31,32)

調 査 区北側 か ら検 出 し、 や や 湾 曲 しつ つ 南 流 す る よ うで あ る。 時期 は弥 生 時代 後 期 で あ

ろ う。 幅 0.75～ 1.35m、 深 さ 0.40～ 0.46mを 測 り、 断面 U字状 を呈 す る。 覆 土 中 に砂 礫

層 が 10cmほ ど堆 積 して お り水 の流 れ が あ った こ とを裏 付 け る。 出土 遺 物 は 7点 図化 した。

1～ 5は 弥 生 時 代 後 期 、 6,7は 時 間 的 に幅 を もたせ 弥 生 時 代 後 期 か ら古 墳 時 代 初 頭 まで の

所 産 で あ ろ う。1は遺 構 外 か らの 出土 で あ るが こ こで取 り上 げた。 口縁 部 を欠 く壺 で あ り、

頸 部 に平 行 沈 線 を巡 らして い る。 内面 口縁 部 及 び頸 部 以 外 、 外 面 は赤 彩 され て い る。 2は
略完 形 の壺 で、内外 ハ ケ 整 形 され、口縁 部 が 「く」 の字 状 に屈 曲す る。 3～ 5の 回縁 部 片 は、

口唇 部 に刻 み を施 した甕 で あ ろ う。 ハ ケ 調 整 され る もの (3,4)、 波 長 が くず れ た 波 状 文 が

施 文 され る もの (5)が あ る。 6,7い ず れ もハ ケ調 整 され た甕 の胴 部・ 底 部 片 で あ る。

||||||

＼
(

″宏

図 31 2号溝実測図

砂粒を多く含み 掲色土が混る。

灰黒掲色粘質とが斑伏に混る。

砂地を多く含む。

砂粒を含む。掲色土が局る。

0                   2m

i,X黒掲色粘質土層

2,砂  礫  層

3灰 色粘質土層

4,暗灰色粘質土層

写 真 27 2号 溝 完 掘 状 況

-35-

写 真 28 調 査 状 況



／

４

フ
件

！鞘
一

∵
・‐〓ｉ

潟 6・

献 離
｀

0                    10 cm

図 32 2号溝出土遺物

写 真 29 2号 溝 出 土 遺 物
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第 3節  埋 甕 遺 構 (図 33,34、 図版 5)

調 査 区 西 側 か ら 2基 隣 接 して 検 出 し

た。 掘 り込 み は ど ち ら も lo cm程 度 確 認

した だ けで、 同一 回体 の壺 上 半 と下 半 を

約 30 cm離 し、 そ れ ぞ れ 個 々 に埋 設 した

もので あ ろ う。 壺 上 半 は逆 位 に、 下 半 は

正位 に据 えて あ った。 他 に出土 遺 物 は な

く、 日縁 部 が 横 ナ デ され、 内外 面 ハ ケ ・

ナ デ 整 形 さ れ た 古 墳 時 代 後 期 の 壺 で あ

る。

SPA●
2711600

0                  50 cm

l,灰 色 土 層  炭化物混ざる。砂粒を多く含む。粘性強しヽ。

2,灰 色 土 層  ]層 より黄色土を多く含む。粘性強しヽ。

写 真 30 検 出状 況

N蜘踊

図 33 埋甕検出状況
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図 34 埋甕出土遺物



第 4節 上 坑 (図 35,36、 図版 5)

3,5号 住居址 に近接す る。平面 円形 を呈 し、

南 】ヒ0.36m、  東 西 0.37m、  深 ,き 0。 22mの 規模

を有 し、断面鍋底状 とな る。 出土遺物 は少な く、

土坑周辺か ら出土 した 2点 を図化 した。 いずれ

も古墳時代後期 の甕である。

鰯ガ

卜尋

271 500 SPA

１

２

３

４

緯
茫―刹E正す

卜
__ェ __―

十 一 ― ― ― ―
型

十

m

図 35 土坑出土遺物

灰色粘質土層  焼土 炭化物を含み、黄掲色上が混る。

掲 色 砂 層  灰色土 黒色土粒が混る。

暗褐色粘質土層  焼土 炭化物が混り、砂粒を多く含む。粘性強い。

灰 黄 色 上 層  砂粒を多く含む。黒色土・黄色土粒が混る。

ゞ―引E芝グ 2 0            50cm

図 36 土坑実測図

写 真 31 上 層 堆 積 状 況               写 真 32 調 査 状 況

第 5節 遺 構 外 出 土 遺 物 (図 37、 図版 5)

遺構 に伴わ ない もの を取 り上げ る。 1は 古墳時代初頭 の二重 回縁 壺 の 口縁部で あろ う。

2は丸 底で 口縁部 との境 に稜 を有す る古墳時代後期 の郷 で ある。 内外面赤彩 されて いる。

3は 古墳時代後期 の所産で、筒状 の脚部 を呈 し、裾部がハ の字 に広が る高必である。

0               10 cm

図 37 遺溝外出土遺物

写 真 32 調 査 状 況
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第 4章 ま と め

今 回 の調 査 で確 認 され た遺 構 は、 弥 生 時 代 後 期 の竪 穴 住 居 址 1棟・ 溝 状 遺 構 1条、 古 墳

時代 後 期 の竪 穴 住 居 址 7棟、溝 状 遺 構 1条、埋 甕 遺 構 2基、土 坑 1基 で あ る。 出土 遺 物 は、

縄 文・弥 生 時 代 の土 器 片 の他、 古 墳 時 代 後 期 の土 師器 。須 恵器・土 製 品 。石 器 な どが あ る。

遺 構 と と も に多 様 な遺 物 を確 認 し、 縄 文・弥 生 時代 か ら古 墳 時代 にわ た る複 合 遺 跡 とな る。

縄 文 時 代 は、僅 か に土 器 片 が 出土 した の み で、遺 構 は確 認 され な か っ た。 遺 物 の 出土 は、

そ の時 代 の 人 間活 動 の証 拠 とな る もの で、 貴 重 な発 見 で あ つた。

弥 生 時 代 後 期 で は、 7号住 居 址 。2号溝 を確 認 した。 日縁 端 部 に刻 み を有 し、 日縁 部 か

ら頸 部 にか け櫛 描 波 状 文 が施 され る甕 や 内外 面 赤 彩 され る と とも に、 口縁 部 が 大 き くラ ッ

パ 状 に 開 き、 頸 部 に平行 沈 線 を巡 らす 壺 な ど本 遺 跡 か ら出土 した 当該 期 の土 器 系譜 は、 い

わ ゆ る 中部 高 地 系土 器 群 が優 勢 を 占め て い る。 住 居 址 覆 土 に焼 土・ 炭 化 物 が 多 く混 じ り、

特 に下 層 に炭 化 物 が集 中す る状 況 は焼 失 家 屋 と推 定 で き る。 こう した焼 失 家 屋 の多 さは 当

該 期 の大 き な特 徴 の一 つ と指 摘 され て お り、 本 遺 跡 か らも時代 的 な事 象 を確 認 す る こ とが

で きた。 遺 構 の一 部 を検 出 した だ けで あ るが、 当該 期 の人 間活 動 を確 認 す る と と もに、 盆

地 低 地 で の事 例 を得 る こ とが で き大 き な成 果 で あ つた。

今 回 の調 査 で は、 検 出遺 構・ 出土 遺 物 の大 部 分 が古 墳 時 代後 期 に属 し、 当該 調 査 の 中心

をな して い る。 住 居 址 の規 模 ・ 形 態 は 一 辺 4～ 5m程 の方 形 とな り、 壁 際 に カ マ ドを設 け

て い る。 カ マ ドを確 認 した のが 3.5.6号 住 居 址 の 3棟 で あ り、 そ の うち 5.6号 住 は 焼

土 が 集 中す る状 況 か らそ の位 置 を推 定 した が、 形 状 。構 築 状 況 な どは他 遺 構 との重 複 あ る

い は カ マ ド廃 絶 に伴 う祭 祀 行 為 な どに よ り判 然 と しな い。 唯一規 模 が 判 明 す る 3号住 カ マ

ドは、 長 軸 1.02m、 短 軸 0。 71m程 の規 模 とな り袖 石 ・ 支 柱 石 な どは 確 認 で きず、 構 築 材

と推 定 され る径 10cm程 の小礫 が 多 数 集 中 して いた。

出土 土 器 の多 半 は 6世紀 第 4四 半 世 紀 ～ 7世紀 第 1四 半 世紀 に比定 で き、 検 出住 居 に重

複 が見 られ るた め この間、 二、 三 度 の建 て 替 え を繰 り返 しつ つ集 落 が 営 まれ 続 けた と推 量

で き る。 今 後 の調 査 の積 み重 ね に よ り当時 の実 像 が よ り鮮 明 とな るで あ ろ う。

お わ り に

検 出数 ・ 出土 量 の多 寡 は あ るが、 検 出遺 構 及 び 出土 遺 物 はそ れ ぞ れ 当該 時 期 の人 間活 動

を 明 らか にす る重 要 な発 見 で あ つ た。 本 報 告 は 限 られ た 時 間 の 中で ま とめ た もので あ り、

遺 構 と出土 遺 物 を 中心 に資料 化 に努 め、 呈 示 した。 調 査 の成 果 と資 料 の詳 細 な検 討 。考 察

が行 わ れ ず 不 十 分 な点 は否 め な いが、 本 書 が 今 後 の調 査 ・研 究 に少 しで も資 す る こ とが 出

来 れ ば幸 いで あ る。

-39-



遺物観察表 (1)()は 復元値

図 No 出土位置 種類・器形
法量 (cm)

部位 観察所見 (調整・文様 時代 。その他 ) 胎 土 備考
日径 器高 底径

2 試掘坑 2 土器  壺 頸 部 頸部平行沈線、内面ハ欠 内外面赤彩、弥生後期 密

試掘坑 2 土師器 寮 胴 部 外面ハ欠 内面ナデ 密

2 3 試掘坑 3 土器  壷 口縁部 折 り返し口縁、日唇部刻み日、弥生後期 密

2 4 試掘坑 3 土器 壷 口縁部 折 り返し回縁、弥生後期 密

試掘坑 3 土器 甕 日縁 部 外面櫛描波状文、弥生後期 密

6 試掘坑 3 土師器 甕 胴部 内外面ハケ 韓
粗

7 試掘坑 3 土師器 甕 残高 22 底部 内外面ハケ ナデ 密

2 試掘坑 3 土師器 甕 残高 35 底部 外面ハケ・ナデ 韓
粗

2 試掘坑 3 土師器 壺 残高 23 底 部 内外面ナデ 曽
粗

1号住 土師器 郭 日縁～底部
外面手持ちヘラケズリ、内面ナ夭 底部手持ちヘラケズリ
古墳後期 密

2 1号住 土師器 郷 (27) 日縁～体部 外面口縁部ナデ・体部手持ちヘラケズリ、内面ナス 古墳後期 密

9 3 1号住 土師器 甕 (150) 残高 50 日縁部 内外面ナデ 密

9 1号住 土師器 甕 残高 76 頸部～胴部 外面ハ久 内面ハケ・ナデ 韓
粗

9 5 1号住 土師器 甕 残高 20 底部 外面ハ久 内面ハケ・ナス 底部ナデ 密

9 6 1号住 土師器  壺 残高 27 底 部 外面ナデ・ハ欠 内面ハ次 底部ナデ 密

1号住 土師器  高 lTN 残高 20 不部 外面ハケ後ナス 内面ハケ 密

9 1号住 土師器  甕 胴 部 外面ハケ 密

9 9 1号住 石器 磨石 長 180、 幅 72、 厚 39 磨面 4面、石材=安山岩、重量 656g

と0 2号住 土師器 杯 完形
外面手持ちヘラケズリ後ミガキ、内面ナデ後ミガキ
内外面タール付着、内面黒色処理、古墳後期

10 2 2号住 土師器 高杯 残高 62 脚 部 外面ヘラケズリ・ロクロナス 内面ナ云 古墳後期

10 2号住 土師器 鉢 (162) 105 口縁～底部 内外面ハケ後ナ云 内面ナデ・輪積み痕、古墳後期

10 4 2号住 石器 磨石 長 108、 幅 106、 厚 74 磨面 2面、石材=安山岩、重量 1loo g

3号住 須恵器 郷 (102) 残高 25 日縁部～体部 内外面ロクロナデ 密

3号住 土師器 鉢 (128) 日縁～底部 外面手持ちヘラケズリ・日縁部横ナス 内面ナス 古墳後期 密

3 3号住 土師器  杯 (120) 日縁～底部 外面手持ちヘラケズリ・日縁部横ナス 内面ナ云 古墳後期 密

4 3号住 土師器 不 と21 日縁 ～底部 外面手持ちヘラケズリ ロ縁部横ナ成 内面ナ云 古墳後期 密

3号住 土師器 lT (120) 口縁～底部 外画手持ちヘラケズリ ,日 縁部検ナス 内面ナス 古墳後期 密

6 3号住 土師器  邦 日縁～底部 外面手持ちヘラケズリ。日縁部横ナス 内面ナエ 古墳後期 密

7 3号住 土師器 甕 (180) 残高 61 口縁部
外面日縁部ハケ後ナデ・胴部ケズ リ、内面ハケ後ナデ
古墳後期

密

8 3号住 土師器 甕 残高 87 底部 内外面ナデ 密

9 3号住 カマ ド 土師器 不 153 略完形 外面手持ちヘラケズ リ・口縁部横ナス 内面ナス 古墳後期 密

3号住カマド 土師器 杯 日縁～底部 外面手持ちヘラケズリ。国縁部横ナ成 内面ナエ 古墳後期 密

15 3号住 カマ ド 土師器  杯 126 日縁～底部 外面手持ちヘラケズリ・日縁部横ナス 内面ナ成 古墳後期 密

15 3号住 カマ ド 土師器 郭 126 口縁～底部
外面手持ちヘラケズリ・口縁部横ナデ
内面ナデ後ミガキ、古墳後期

窪

15 3号住カマド 土師器 郷 (116) 日縁～底部
外面手持ちヘラケズリ後ミガキ・回縁部横ナデ
内面ナデ・ミガキ、古墳後期 密

15 3号住 カマ ド 土師器 杯 日縁 ～底部
外面手持ちヘラケズリ。日縁部横ナデ
内面ナデ・ミガキ、内面黒色処理、古墳後期

密

3号住 カマ ド 土師器 高年 残高 54 不部
外面ケズリ・ナデ・ミガキ、内面ナデ・ミガキ、内外面赤彩
古墳後期

密

3号住 カマ ド 土師器 高杯 (146) 日縁～脚部 外面ケズ リ・ナエ 内面ナデ・ミガキ、古墳後期 密

15 17 3号住 カマ ド 土師器 高杯 109 11 0 略完形 外面ケズリ・ナス 内面ナデ 内外面赤彩、古墳後期 密

3号住カマド 土師器 甑 口縁～底部 外面ハケ後ナス 内面ナデ 輪積み痕、古墳後期 密
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遺物観察表 (2)()は 復元値

図 瞼 出土位置 種類・器形

法量 (cm)
部 位 観察所見 (調整・文様・時代・その他 ) 胎土 備考

口径 器 高 底径

3号住カマド 土師器 甕 (180) 残高 170 口縁～胴部
外面ハケ後ナデ・ケズリ、内面ハケ後ナデ・輪積み痕

古墳後期
密

3号住 カマ ド 土師器 甕 (160) 残高 73 口縁部 外面ハケ後ナ云 内面ハケ後ナ云 古墳後期 密

3号住カマド 土師器 甕 残高 54 日縁部 内外面ハケ後横ナ夭 古墳後期 密

3号住 カマ ド 土師器 甕 残高 28 底 部 外面ハケ ナ云 内面ナ云 底部ナ云 古墳後期 密

3号住 カマ ド 土師器  壺 残高 85 胴部～底部
外面ヘラケズリ・ナ云 内面ナ云 底部ヘラケズリ・ナデ

古墳後期
密

3号住 カマ ド 土師器 壺 残高 175 胴部～底部 内外面ハケ後ナス 底部ナス 古墳後期 密

3号住 カマ ド 土師器  重 残高 63 (90) 底 部 外面ハケ後ナス 内面ハケ ナ云 古墳後剰

3号住 石 器 磨石 長 112、 幅 95、 厚 43 磨面 2面、石材=安山岩、重量 480g

3号住 石 器 磨石 長 280、 幅 93、 厚 71 磨面 1面、石材=安山岩、重量 1800g

4号住 土師器 甕 残高 24 (50) 底部 外面ハケ・ナ云 内面ハケ 密

2 4号住 土師器 甕 残 高 23 (50) 底部 外面ハケ、内面指頭痕 窪

5号住 土師器 lTN (105) 略完形
回縁部内外面ロクロナス 外面ケズリ後ミガキ、内面ミガキ

古墳後期
窪

2 5号住 土師器  lTN (128) 口縁～底部 口縁部内外面ロクロナス 外面ケズリ、内面ナス 古墳後期 密

5号住 土師器 甕 187 291 完形 外面ハケ・ナ云 内面ハタ 古墳後期 密

21 5号住 土師器 甕 227 完 形 内外面ハケ ナ云 底部ナテ 古墳後期 密

21 5 5号住 土師器 甕 残高 60 日縁部 内外面ハケ後ナス 古墳後期 密

5号住 土師器 甕 残高 108 胴部～底部 内外面ハケ後ナ云 底部ナス 古墳後期 密

5号住 土師器 甕 残高 148 (50) 胴部～底部 外面ハ欠 内面ナデ・指頭痕、底部ナ式 古墳後期 密

5号住 土師器 甕 胴 部 内外面ハケメ、古墳後期 密

5号住 土師器 甕 残高 103 日縁～胴部 外面ハケ後ナス 内面ナス 古墳後期 密

10 5号住 土師器 壷 (141) 126 日縁～底部 外面ナ云 内面ナデ・輪積み痕、古墳初頭 密

11 5号住 土師器 器台 脚 部 内外面ナス 古墳初頭 密

6号住 土師器 郷 残高 30 口縁 ～体部 日縁部内外面ロクロナ云 外面底部ケズリ、内面ナ云 古墳後期 曽
粗

2 6号住 土師器 郷 回縁～底部 日縁部内外面ロクロナ夭 外面底部ケズ リ、内面ナデ 古墳後期 密

6号住 土師器 甕 75 完形 外面煤付着、内外面ハケ後ナス 古墳後期 密

6号住 土師器 甕 180 268 完形 内外面ハケ・ナ云 古墳後期

6号住 土師器 甕 123 完 形 内外面ハケ後ナ云 古墳後期 密

6 6号住 土師器 甕 残高 56 底部 外面ハケメ、内面ハケ後ナス 底部ナス 古墳後期 密

6号住 土師器 壺 残高 190 頸言[ヽ
シ月同言[ 内外面ハケ後ナス 古墳後期 密

8 6号住 土 gT器  壷 残高 56 底 部 外面ハケ・ケズリ、内面ハ次 古墳後期 密

9 6号住 土師器 甑 残高 100 胴部～底部 外面ハ次 内面ナデ・輸積み痕、古墳後期 密

6号住 土製品 支柱石 長 2 4、 最大径 112 完形 ナ式 指頭跡、被熱 密

7号住 土器 壷 81 残高 117 口縁～胴部
口縁部内外面赤彩・貼付文 4個 1セ ット4単位、外面ハケ後ナ夭 内

面ハケメ、弥生後期
密

7号住 土器 壺 (90) 残高 21 日縁部 棒状浮文 2ヶ貼付、内外面ナス 弥生後期 密

3 7号住 土器 壺 残高 43 口縁部 内外面ナス  ロ唇部刻み日、弥生後期 密

7号住 土器 壺 (140) 残高 54 口縁部 内外面ナデ・赤彩、弥生後期 韓
粗

7号住 土器 甕 残高 43 口縁部 外面櫛摘波状文、内面ナス 弥生後期 密

7号住 土器 甕 残高 125 日縁～胴部 日縁部刻み目、外面ハケメ、内面回縁部ハケメ・胴部ナ云 弥生後期 密

7号住 土器 甕 頸部 外面櫛描波状文、内面ハケ、弥生後期 密

8 7号住 土器 甕 残高 25 底 部 内外面ナデ 密
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遺物観察表 (3)()は 復元値

図 No 出上位置 種類・器形
法量 (cm)

部位 観察所見 (調整・文様・時代・その他 ) 胎土 備考
口径 器高 底径

8号住 土器  壺 完 形 折り返し日縁、外面ハケ・ナデ後ミガキ、内面ナエ 弥生後期 密

2 8号住 土師器  壺 残高 117 胴部～底部 外面ナス 内面ヘラナ夭 輪積み痕 密

3 8号住 土師器 鉢 完形 外面ハケ・ナ武 内面ナ云 底部ナデ 密

8号住
ミニュチュア土

器
残高 26 脚台部 外面ハ久 内面ナ夭 指頭痕 密

1号溝 縄文土器 深鉢 胴 部 隆帯文 密

1号溝 須恵器 題 残高 75 胴部 胴部穿孔 lヶ、外面櫛描波状文、内外面ロクロナデ 密

3 1号溝 土師器 坪 (130) 残高 29 日縁部 内外面ナ云 古墳後期 密

4 1号濤 土師器 郭 (140, 残高 26 口縁部 内外面ナテ 古墳後期 密

1号濤 土師器 年 (140) 残高 41 口縁部 内外面ヘラナス 古墳後期 密

1号溝 土師器  高杯 (160) 残高 47 年部 内外面ロクロナス 古墳中期～後期 密

7 1号濤 土師器  高 lTN 残高 41 (105) 脚 部 外面ヘラケズリ、内面ナス 古墳後期 密

1号溝 土師器 高郷 残高 61 脚 部 外面ヘラナス 内面ナデ 密

1号溝 土師器  高杯 残高 72 脚 部 郭部内面黒色処理、外面ヘラナデ・ハケ・赤彩、脚部内面ハケ 密

1号溝 土師器 甕 胴部 内外面ハケメ、古墳後期 密

1号濤 土師器 甕 胴 部 内外面ハケメ、古墳後期 密

12 1号溝 土師器 甕 残高 29 底 部 外面ハケ・ヘラナ云 内面ナデ 密

13 1号溝 土師器 甕 残高 15 (72) 底部 内外面ナ云 底部木葉痕 密

1 2号溝 土器 壷 残高 124 頸部～底郡
頸部平行沈線、外面ハケ後ミガキ、内面ハケ後ナス 輪積み痕
口縁部内外面及び外面胴部赤彩、弥生後期

密

2 2号溝 土器 壷 127 略完形 内外面ハケ・ナエ 弥生後期 密

3 2号溝 土器 甕 残高 28 日縁部 日唇部刻み日、内外面ハ欠 弥生後期 密

2号濤 土器 甕 残高 38 日縁部 口唇部刻み日、内面ハ欠 弥生後期 密

2号溝 土器 甕 残高 50 回縁部 口唇部刻み目、外面櫛描波状文、内面ナス 弥生後期 密

2号溝 土師器 甕 胴部 内外面ハケメ 密

2号溝 土師器 甕 残高 45 底部 ハケ後ナデ 密

埋甕 土師器 壷 残高 260 口縁～胴部 日縁部横ナス 内外面ハケ後ナデ 密
2と 同一

個体

2 埋甕 土師器 壷 残高 241 胴部～底部 内外面ハケ後ナデ 密
1と 同一

個体

土坑 1 土師器 甕 胴 部 外面ハケ・ナス 内面ナデ 密

土坑 1 土師器 甕 残高 15 (75) 底部 内外面ハケ・ナス 底部木葉痕 密

1 調査 区一括 土師器 壷 (176) 残高 53 口縁部 内外面ヘラナデ・ロクロナス 古墳初頭 密

2 調査 区一括 土師器 杯 略完形
内外面赤彩、外面手持ちヘラケズリ・ナデ後ミガキ
内面ナデ後ミガキ、古墳後期

密

3 調査 区一括 土師器 高年 残高 84 脚部 内外面ヘラナス 古墳後期 密
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図版 1

1号住 出 土 遺 物

3号住 出 土 遺 物
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図版 2

3号 住 出 土 遺 物

4号 住 出 上 遺 物
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5号 住 出 土 遺 物



図版 3

5号 住 出土 遺 物

6号 住出 主遠物
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図版 4

6号 住 出 土 遺 物

7号 住 出 上 遺 物

8号住 出上遺 物
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図版 5

土 坑 出 土 遺 物

埋 甕 出 上 遺 物

遺 構 外 出 土 遺 物

悦 に
4            6Ⅷ !

試 掘 坑 2出 上 遺 物
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